
「コレカラ・サポート」のご紹介 
～高齢者とそのご家族の相談所～ 
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コレカラ・サポートとは 

Copyright  ©  2017  一般社団法人 コレカラ・サポート 

「この内容は誰に相談すれば良いのか？」 
と悩む心配がありません 

相続・財産管理等、相談支援のワンストップサービス 

資金計画 

介護 

認知症 

財産管理 

不動産 

税金・ 

法律 

相続 

司法 

書士 
税理士 FP 企業 etc… 



生前契約 認知症時の財産管理 遺産整理 

頼れる親族がいない方の 
将来の不安をサポート 
財産管理等委任契約 
任意後見契約 
遺言書 
死後事務委任契約 

認知症のご家族をサポート 
認知症信託「コレカラ安信」 

相続手続きをサポート 
金融機関手続き代行 
相続税申告 
不動産相続登記 

※各種専門家が対応します 
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コレカラ・サポートとは 
提供しているサポート 
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◆高齢化が進むことで、２０３０年には判断力の
衰えなどから自分で財産を管理できない高齢者が
増えると予想されています。特に心配されるのが、
頼れる身内がいない高齢者の財産の管理や、相続
などを巡るトラブルです。こうしたなかで、高齢
者の財産を巡るさまざまな問題を一つの窓口で対
応しようという新たな動きが出始めています。  

  
 
◆さいたま市で介護事業所を経営するケアマネー
ジャーの上田浩美さん。訪れたのは一人暮らしの
６０代の男性の家です。食事はとっているか、体
温や血圧は正常かなど、体調に合わせて介護の計
画を立てるのが、ケアマネージャーの本来の仕事
です。ところが上田さんは本来の範囲を超えたこ
とまで担っています。 

ＮＨＫ 首都圏ネットワーク（平成25年5月24日放送分）   
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高齢化社会問題への取組（メディア掲載） 
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◆男性はがんを発症して体力が衰え、自由に出歩
くことができません。１０年間にわたって男性を
担当してきた上田さんは、離れて住む親族に頼ま
れ、やむを得ず、固定資産税の支払いなど本人の
代わりに身の回りの支払いを行っています。上田
さんは、男性から現金を受け取ると「これ預かっ
て３１日までの分は払いますね」と言い、男性は
「助かります。何もできないから」と話します。  

 
 
◆さらに上田さんは、施設に入所している男性の
母親の金銭管理も頼まれています。男性の母親は
８０代。去年１２月に施設に入所したのを機に、
上田さんは介護の担当を外れましたが、上田さん
は今も銀行のカードを預かり、１０万円を超える
入所費用の支払もしてます。  

ＮＨＫ 首都圏ネットワーク（平成25年5月24日放送分）   

Copyright  ©  2017  一般社団法人 コレカラ・サポート 

高齢化社会問題への取組（メディア掲載） 
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◆高齢化が進むなか、上田さんは、ケアマネージャ
ーが金銭管理まで担っているケースは少なくない
と言います。「これは本来の仕事ではないなと思
いながらもやってる。やらないと解決しないから
やってる感じですよね。どうなのかといつもその
ギリギリのせめぎ合いがあって」と上田さん。 

 
◆さらに上田さんを悩ます事態が起きました。 
男性から、遺産相続を巡る問題を解決してほしい
と頼まれたのです。金銭管理から相続まで多岐に
わたる問題の対応を頼まれ、上田さんはどこに相
談すればいいのか頭を悩ませています。 
「ここまでになってくると、これはもう仕事の範
ちゅうをかなり超えているものだと思いますね。
遺産相続などは専門家の知識がないとやりくりな
らないことなので、これはもうできないことだと
思いますね」と上田さんも頭を抱えます。  

 

ＮＨＫ 首都圏ネットワーク（平成25年5月24日放送分）   
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高齢化社会問題への取組（メディア掲載） 
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◆今後、高齢者の世帯が急速に増えると予想され
ているなか、財産を巡るさまざまな問題を一つ
の窓口で解決しようという新たな取り組みが始
まっています。ファイナンシャルプランナーの
千葉晃一さんです。千葉さんは、もともと個人
で事務所を構え、資産運用などの相談に当たっ
ていましたが高齢者の財産を巡るトラブルの多
さに直面したのをきっかけに去年、新たな法人
「コレカラ・サポート」を設立しました。 

 
◆財産を巡る問題と一口に言っても、金銭の管理
から相続、税金の支払いなど多岐にわたり、対
応する専門家もそれぞれ異なります。 

 この法人では、一つの窓口に相談するだけでそ
れぞれの分野の専門家が集まって一度に解決に
当たる、いわゆる「ワンストップサービス」を
目指しているのです。  

ＮＨＫ 首都圏ネットワーク（平成25年5月24日放送分）   
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高齢化社会問題への取組（メディア掲載） 
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◆この１年間に寄せられた相談は３５０件。 
こうした取り組みへのニーズは高いと千葉さん
は感じています。「問題とかがあったときに、
大丈夫ですよ、何とかなりますよ、知っている
人を紹介します、できる人が周りにいますと言
うと安心してもらえる。問題が起きないように
未然に防ぐにはどうしたらいいかという所に、
できるだけ入っていきたいなという風に思って
はいます」。 
◆ケアマネージャーの上田さんは親子の金銭管理
から遺産相続までさまざまな問題を抱え、千葉
さんに助けを求めました。 
千葉さんは、関係する専門家を紹介するととも
に、親子からの依頼があれば、上田さんが担っ
ている金銭管理も支援したいと考えています。 
「ありがたいですね。そういった方たちが増え
てこないと、よろず相談口がないと、やっぱり
世の中困っていくでしょうから」と上田さん。  

   

ＮＨＫ 首都圏ネットワーク（平成25年5月24日放送分）   
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認知症に備える 
オーダーメード型財産管理 

 

               あ ん し ん 

コレカラ安信 
 
 
 私たちはこれまで“高齢者を支える家族のための相談所”として、多くのご相
談を受けて参りました。そのなかで特にご相談が多いのが、親が認知症になっ
た場合の財産管理の問題です。 
 今まで、この問題を解決する手段として成年後見制度という選択肢がありま
したが、家庭裁判所へ毎年の報告義務があることや、生前贈与や不動産の活用
などの相続対策は認められないことから、当該制度の利用がほとんど進んでい
ないのが現状です。そこで、今注目されているのが平成１９年の信託法改正で
利用可能になった「家族信託」という新しい仕組みです。コレカラ・サポート
では、この制度をお客様ひとりひとりの状況に応じたオーダーメード型商品
「コレカラ安信」として提供を始め、実際にご利用が進み始めています。 
 
 

現在の取組み① 「認知症対策」 
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◆私たちはこれまで、介護やガン闘病を支えてきたご家族の相続に関する相談支
援をする中で、深い悲しみや喪失感から立ち直りご自身の日常を取り戻すため
には、同じ悲しみや不安を持つ方が集まって「話し合い、癒し合い、相談でき
る場所」が必要だと感じていました。 

 
◆その中で、昨年あるご家族から、亡くなられたお母様の遺言について相談を受
ける機会があり、そこには「遺された自宅は地域の交流の場として役立てて欲
しい」ということが記されていました。どの様な形にすればお母様が喜ぶか、
ご家族と何度も話し合いを重ねた結果、お母様が自宅で茶道教室を開いていた
ことから、茶室という憩いの空間を活かした、新たなコミュニティスペース
「浦和のゆずり葉」が生まれました。 

 
 
 
 

「浦和の縁側ゆずり葉」 

現在の取組み② 「空き家活用事業」  
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法人案内 

法人名 一般社団法人コレカラ・サポート 

住所 【事務局】 
〒270 -0034  松戸市新松戸4-32-1-B602  

設立 2011年4月1日 

役員 代表理事 千葉晃一 
  理事 稲生豊 
  理事 影山貴大 
      理事 甲賀規子 
      理事 藤原未来 
  監事 藤﨑仁 

会員 正会員5名、協力会員3名、賛助会員3名（平成29年12月現在） 

Web  www.koresapo.com  

Facebook  https://www.facebook.com/koresapo/  

Mail info@koresapo.com  
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